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吉
備
中
央
町
の
平
成
23
年
度
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
依
存
財
源
に
頼
る
予
算
編
成
で
す
が
、
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
す
る
こ
と
な
く
、
将
来
へ
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。
自
主
財
源
の
約
７
割
を
占
め
る
町
税
収
入
が
、
大
き
く
落
ち
込
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
方
交
付
税
の
増
額
と
町
債
の
発
行
を
有
効
的
に
活

用
す
る
と
と
も
に
、
人
件
費
や
他
会
計
へ
の
繰
出
金
の
削
減
に
努
め
、
財
源
不
足
に

対
応
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
も
限
ら
れ
た
予
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
安
心
実
現
に
向
け
、
最

大
限
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般会計	 83億3,000万円
	 （対前年比　＋ 0.4％）

事業会計	 34億8,167万円
	 　（対前年比　△ 5.0％）

　国民健康保険特別会計 14 億 6,491 万円
　介護保険特別会計 17 億 9,779 万円
　後期高齢者医療特別会計 1 億 5,659 万円
　育英会資金特別会計 3,646 万円
　診療所特別会計 2,419 万円
　住宅新築資金等貸付事業特別会計 173 万円

企業会計等	 11億442万円
	 （対前年比　＋ 2.7％）

　簡易水道特別会計 　5 億 2,331 万円
　下水道特別会計 1 億 1,210 万円
　農業集落排水事業特別会計 1 億 4,662 万円
　上水道事業特別会計 3 億 2,239 万円

合　計	 129億1,609万円
　（対前年比　△ 0.9％）

当
初
予
算
の
内
訳

町
税
の
推
移

一般会計における歳入と歳出の構成比

町民１人当たりの予算　　640,621 円
こんなふうに使われます　　

一般会計
●平成23年4月1日現在　　人口　13,003人　

歳入 歳出
公債費
17.8%

（目的別）

総務費
15.1%

農林業費
12.4%

衛生費
10.2%

教育費
7.6%

分担金
及び負担金
0.7%

その他
1.4%

依存財源
80.5%

地方交付税
53.2%

自主財源
19.5%

県支出金
9.7%

町債
8.5%

繰越金
1.2%

繰入金
1.7%

その他の
交付金
1.1%

地方譲与税
1.9%

国庫支出金
4.9%

地方消費税
交付金
1.2% 使用料

及び手数料
 1.4%

土木費
7.1%

消防費
5.5%

町税
 13.1%

その他
3.5%

民生費
20.8%
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■特　集

民生費
133,249 円

高齢者・児童の福祉など

公債費
114,031 円

借入金の返済

総務費
96,734 円

地域振興・庁舎管理など

農林業費
79,437 円

農業・畜産の振興など

衛生費
65,343 円

保健衛生・ゴミの回収など

教育費
48,687 円
学校・公民館など

土木費
45,484 円

道路・河川の整備など

消防費
35,234 円

火災・災害の対応など

その他
22,422 円
議会・観光など

用　

語　

解　

説

町税：町民税や固定資産税など町に納められた税金
繰入金：他の会計から繰り入れられた収入
使用料及び手数料：町営住宅の家賃や、住民票など
　　　　　　　　　証明書の発行に支払われた収入
繰越金：前年度から繰り越された収入
分担金及び負担金：幼稚園の保育料などの収入
地方交付税：町の財政状況などに応じて国から配分
　　　　　　された収入
県支出金：特定の目的のために県から交付される収入

町債：公共事業を行うための財源として借り入れ
た収入

国庫支出金：特定の目的のために国から交付され
る収入

地方譲与税：本格的な税源移譲を行うまでの間の
措置として、所得税の一部について
国から交付される収入

地方消費税交付金：県税である地方消費税のうち
一定の割合で町に交付される
収入

一般会計
64.3％

事業会計
26.9％

企業会計等
8.8％

100,000
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※H22は決算見込額　　　※H23は予算額

万円
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図書館整備事業（繰越）

希少野生生物調査・保護研究業務(新規)

里山環境保全事業(新規)

高校生バス通学補助事業(新規)

保育園・幼稚園空調設備設置事業(繰越)

住宅用太陽光発電システム推進事業

デマンドタクシー試験運行事業

自治組織運営交付金

　旧町エリアの拠点に、図
書館を整備します。

　　 4,644万円
　町内に生息するブッポウソ
ウ、メダカ等の希少野生生物
の保護研究を行います。

  100万円

　町道、農道の交通支障のある樹木を伐採
し、里山の景観を守ります。

  1,095万円

　バス通学をする高校生の定期券購入に２分
の１の金額を補助します。

　　 1,500万円

　町立保育園および幼稚園
にエアコンを設置します。

　　 2,800万円
　太陽光発電システムを設置される方に対し、
国、県に加えその費用の一部を助成します。

     600万円 　自宅から目的地まで送
迎するデマンドタクシー
を運行します。

      　828万円

　地域の自主的な自主運営を支援します。

　2,570万円

■特　集 ■特　集

「協働ですすめるまち づくり」 をめざして

◆安全で安心なまちづくり◆◆活力にあふれるまちづくり◆

◆心豊かに暮らせるまちづくり◆

◆環境にやさしいまちづくり◆

～平成23年度の主な 事業を紹介します～ 

高規格救急自動車導入事業（繰越）総合交流促進施設整備事業（繰越）

集落支援員設置事業(新規)

中山間地域等直接支払交付金

有害鳥獣対策事業

町道新設改良事業

予防接種、がん検診等事業

小児等医療費補助事業 交通安全施設整備事業

斎場整備事業(繰越)町営住宅建設事業(新規)

農地・水保全管理支払交付金(新規)

　岡山市西消防署吉備中
央出張所に高規格救急自
動車を導入します。

　　　　　
3,800万円

　道の駅「かよう」に併設する総合交流促進
施設の屋外広場を、快適な売り場とするため
に改修を行います。

　　　　2,500万円

　集落支援員を設置し、集落の維持活性化に
取り組みます。

　　　　  43万円

　協定農用地を守るための活動に対し支援し
ます。

　 2億9,240万円

　有害鳥獣から農作物を守る
ために設置した、防護柵等の
費用に対し助成します。

　　　　1,009万円

　下市線、大古屋線、下土井尾原線など町道
の新設改良事業を行います。

2億4,945万円
　子宮頸がん予防接種や
前立腺がん検診など健康
診査事業を行います。

2,023万円

　対象を拡大し、満15歳までの医療費の自己
負担を無料にします。

　　 4,445万円

　ガードレール、カーブミラーなどの交通安
全施設を設置します。

   582万円

　吉備中央町火葬場の施設改修を行います。

4,000万円
　加茂市場に２棟４戸の町営
住宅を建設します。

1億1,601千円

　協定内の農業施設を守るための共同活動に
対し支援します。

2,806万円
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「
中
学
校
の
統
廃
合
は
、
町
内
１
校
体
制
と
し
て
の
統
合
が
基
本
」

〜
吉
備
中
央
町
立
小
中
学
校
統
合
等
に
関
す
る
研
究
会
が
研
究
の
成
果
を
町
長
へ
報
告
〜

　

平
成
21
年
12
月
に
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
応
じ
た
学
校

の
統
廃
合
を
含
め
て
適
正
規
模
や
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
す

る
た
め
、
町
議
会
民
生
文
教
常
任
委
員
、
教
育
委
員
お
よ
び

副
町
長
を
も
っ
て
「
吉
備
中
央
町
立
小
中
学
校
統
合
等
に
関

す
る
研
究
会
」
を
設
置
し
、
児
童
生
徒
数
の
推
移
や
中
学
校

生
徒
数
の
予
測
、
小
規
模
校
の
課
題
、
適
正
規
模
や
小
中
学

校
編
成
基
準
な
ど
本
町
の
現
状
や
課
題
、
あ
る
い
は
、
具
体

的
な
統
合
案
や
統
合
中
学
校
の
候
補
地
の
比
較
、
遠
距
離
通

学
等
に
つ
い
て
、
研
究
会
や
部
会
な
ど
を
開
催
し
検
討
を
重

ね
、
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
保
護
者
の
意
見
聴
取
会
を
行
う
な

ど
、様
々
な
視
点
か
ら
研
究
を
重
ね
て
き
た
結
果
に
つ
い
て
、

3
月
23
日
に
町
長
へ
対
し
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
報
告
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
報

告
書
を
含
め
吉
備

中
央
町
の
教
育
環

境
に
つ
い
て
、
町

議
会
や
関
係
機
関

と
協
議
検
討
し
、

よ
り
良
い
教
育
環

境
の
実
現
に
向
け

て
進
め
て
い
き
ま

す
。

「
吉
備
中
央
町
立
小
・
中
学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て
の
報
告
書
（
概
要
）」

　

学
校
は
集
団
で
教
育
を
受
け
る
場
で
あ
り
、
年
齢
別
で
の
学
習
を
基
本
と
し
て
、
同
学
年
の
子
ど
も
同
士
が
学
習
や
遊
び
を

通
し
て
学
び
合
う
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

　

更
に
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
町
内
の
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
教
育
内
容
や
水
準
に
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
教
育
環
境
と
い
う
観
点
に
重
き
を
置
け
ば
、
当
然
、
あ
る
程
度
の
規
模
が
必
要

で
あ
り
、
学
校
の
適
正
配
置
、
つ
ま
り
統
廃
合
を
考
え
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
、
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

小
学
校
に
あ
っ
て
は
、
通
学
距
離
が
遠
く
な
る
こ
と
に
よ
る
児
童
の
身
体
へ
の
負
担
や
保
護
者
の
負
担
等
を
考
え
、
ま
た
、「
吉

備
中
央
町
教
育
の
在
り
方
研
究
会
」
の
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に
、
時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
研
究
会
で
は
、
成
長
と
と
も
に
広
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
対
人
関
係
や
大
勢
の
中
で
研
鑚
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
年
齢
の
教
育
を
担
う
中
学
校
に
つ
い
て
、
統
廃
合
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
研
究
を
進
め
て
き
た
。
研
究
を
重
ね

導
き
出
さ
れ
た
中
学
校
の
統
廃
合
の
基
本
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
ま
と
め
た
。

1
．
中
学
校
の
統
廃
合
と
位
置
に
つ
い
て

　

①
町
内
1
校
体
制
と
し
て
の
統
合
が
基
本

　

学
級
編
成
基
準
（
現
行
単
式
40
人
）
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
に
近
い
将
来
、
全
町
で
1
学
年
2
学
級

規
模
に
ま
で
生
徒
数
が
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
る
状
況
下
で
、
ま
た
、
国
の
示
す
適
正
規
模
等
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
も
、
中
学
校
の
統
廃
合
を
考
察
す
る
と
、
生
徒
に
と
っ
て
教
育
効
果
が
も
っ
と
も
期
待
で
き
る
教
育
環
境
を
最

優
先
に
考
え
、
将
来
的
な
あ
る
べ
き
最
善
の
姿
は
、
町
内
1
中
学
校
と
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
町
内
1
中
学
校
と
す
る
こ
と
で
、
合
併
以
来
の
課
題
で
あ
る
吉
備
高
原
小
学
校
の
児
童
の
進
学
す
る

中
学
校
区
が
、
旧
町
で
二
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
解
消
も
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

統
合
中
学
校
の
位
置
は
、
道
路
事
情
や
地
形
上
か
ら
み
た
中
心
性
、
或
い
は
各
小
学
校
か
ら
の
道
路
距
離
な
ど

か
ら
み
た
中
心
性
、
定
期
バ
ス
路
線
の
活
用
、
施
設
が
広
く
充
実
し
活
用
が
容
易
等
の
理
由
か
ら
、
吉
備
北
陵
高

校
跡
地
が
も
っ
と
も
望
ま
し
い
。

　

②
町
内
2
校
体
制
と
し
て
統
合
も
一
つ
の
選
択
肢

　

学
区
が
広
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
の
懸
念
、
遠
距
離
通
学
へ
の
負
担
や
不
安
な
ど
か
ら
町
内
2
校
体
制
を
望
む
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
保
護
者
の
意
見
も
多
く
、
ま
た
、
町
内
1
中
学
校
と
す
る
こ
と
に
時
間
を
要
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
加
茂

川
中
学
校
は
現
状
の
ま
ま
と
し
、
賀
陽
地
域
に
あ
る
竹
荘
・
吉
川
・
大
和
中
学
校
を
統
合
さ
せ
る
こ
と
も
、
一
つ

の
選
択
肢
で
あ
る
。

　

統
合
中
学
校
の
位
置
は
、
現
在
の
竹
荘
中
学
校
と
吉
備
北
陵
高
校
跡
地
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
吉
備
高
原
小
学
校
の
児
童
の
進
学
す
る
学
校
区
が
旧
町
で
二
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
解

消
を
含
め
、
通
学
区
域
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
統
合
を
段
階
的
に
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
に
町
内
1
中
学
校
と
す
る
時
期
や
統
合
中
学
校
の
位
置
な

ど
将
来
像
を
明
示
し
て
進
め
ら
れ
た
い
。

2
．
統
廃
合
の
時
期
に
つ
い
て

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
保
護
者
の
多
く
は
、
早
期
の
具
体
化
と
実
現
を
望
ん
で
お
り
、
ま
た
、
生
徒
数
の
減
少
予
測
か
ら
し

て
も
、
早
い
時
期
に
具
体
的
な
統
合
の
方
向
性
や
位
置
、
統
合
の
時
期
な
ど
を
示
す
と
共
に
、
早
期
実
現
に
向
け

て
邁
進
さ
れ
た
い
。

3
．
通
学
対
策
に
つ
い
て

　

統
合
を
進
め
る
上
で
、
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
安
心
の
確
保
は
不
可
欠
で
あ
り
、
最
優
先
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
遠
距
離
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
や
民
間
バ
ス
の

定
期
券
購
入
補
助
な
ど
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
が
、
学
校
で
の
放
課
後
の
取
り
組
み
に
制
約
が
生
じ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

4
．
統
合
に
伴
い
廃
校
と
な
る
施
設
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　

学
校
は
地
域
住
民
が
集
い
交
流
す
る
場
所
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し

て
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
地
域
住
民
の
思
い
が
強
い
こ
と
を
承
知
し
、
地
域
住
民
や
関
係
者
と
十
分
協
議
し
有
効
な
活
用
が
図

れ
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

5
．
小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

　

す
で
に
複
式
に
よ
る
学
級
運
営
を
行
う
過
小
規
模
と
な
っ
て
い
る
小
学
校
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
小
学
校
の
適
正
配
置
も
早
急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
中
学
校

の
統
廃
合
を
進
め
る
こ
と
に
追
随
し
研
究
を
進
め
ら
れ
た
い
。

　

最
後
に
、
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
共
に
地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
が
深
く
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
同
時
に
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
地
域
が

支
え
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
保
護
者
を
含
め
地
域
住
民
と
の
充
分
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

図
り
な
が
ら
、
円
滑
な
統
廃
合
を
進
め
、
学
校
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
夢
と

希
望
が
満
ち
あ
ふ
れ
る
新
し
い
学
校
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
た
い
。

小学校児童数の推移	 （単位	人：％）

平成5年度 平成10年度 平成15年度 平成20年度 平成25年度 平成30年度
男 534 445 360 305 271 219

女 493 435 344 282 231 205

計
実　数 1,027 880 704 587 502 424

増減率 － △14.3 △20.0 △16.6 △14.4 △15.5

中学校生徒数の推移	 （単位	人：％）

平成5年度 平成10年度 平成15年度 平成20年度 平成25年度 平成30年度
男 301 288 222 181 166 145

女 265 268 221 172 139 109

計
実　数 566 556 443 353 305 254

増減率 － △1.8 △20.3 △20.3 △13.6 △16.7
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給
食
に

　
イ
ノ
シ
シ
肉
の
メ
ニ
ュ
ー
登
場
！

　

3
月
4
日
か
ら
15
日
に
か
け

て
、
町
内
の
小
中
学
校
、
幼
稚

園
、
保
育
園
で
、
町
内
で
獲
れ
た

イ
ノ
シ
シ
肉
と
野
菜
な
ど
を
使
っ

た
“
シ
シ
汁
”
が
給
食
で
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
吉
備
中
央

町
地
産
地
消
推
進
協
議
会
と
教
育

委
員
会
、
保
健
課
が
連
携
し
、
食

育
の
一
環
で
行
っ
た
も
の
で
、
食

材
と
な
っ
た
約
24
㎏
の
イ
ノ
シ
シ
肉
は
、
鳥
獣
処
理
加
工
施

設
を
運
営
す
る
加
茂
川
有
害
獣
利
用
促
進
協
議
会
が
用
意
。

地
元
産
の
野
菜
や
ま
い
た
け
、
手
作
り
味
噌
、
手
作
り
こ
ん

に
ゃ
く
な
ど
は
地
産
地
消
推
進
協
議
会
が
提
供
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
た
シ
シ
汁
は
、
町
の
栄
養
士
や
調
理
員
な

ど
が
試
食
を
重
ね
て
選
ん
だ
も
の
で
、
3
月
4
日
に
参
観
日

が
行
な
わ
れ
た
吉
川
小
学
校
で
は
、
児
童
と
保
護
者
が
い
っ

し
ょ
に
シ
シ
汁
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
中
に
は
吉

川
共
同
調
理
場
の
太お

お

田た

学
校
栄
養
技
師
が
イ
ノ
シ
シ
肉
の

食
文
化
や
特
産
品
と
し
て
活
用
を

す
す
め
る
町
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
。
は
じ
め
て
イ
ノ
シ

シ
肉
を
食
べ
た
同
小
３
年
の

ね

元も
と

梨り

か花
さ
ん
は
、「
特

に
臭
い
と
か
も
気
に

せ
ず
に
食
べ
ら
れ
た

し
、お
い
し
か
っ
た
。

ま
た
、
食
べ
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

 

第
35
回
　

  

山
陽
新
聞
桃
太
郎
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

吉
備
中
央
町
Ｆ
Ｏ
Ｓ

少
年
団
連
盟
が
、
こ
の

た
び
第
35
回
山
陽
新
聞

桃
太
郎
賞
（
山
陽
新
聞

社
主
催
）
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
連
盟

は
、
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
精
神
（
Ｆ
…
友
情
・
Ｏ
…
秩
序
・
Ｓ
…
奉

仕
）
の
も
と
に
、交
流
活
動
や
奉
仕
活
動
等
を
行
い
な
が
ら
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
の
育
成
を
目
指

し
て
お
り
、
長
年
の
活

動
が
認
め
ら
れ
て
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
益
々
の
ご

活
躍
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

まちの話題■まちの話題

  
マ
ナ
ー
は
“
心
”
の
サ
ー
ビ
ス

　

2
月
28
日
、町
、吉
備
中
央
町
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
『
観

光
お
も
て
な
し
研
修
会
』
が
吉
備
中
央
町
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、「
観
光
客
の
も
て
な
し
方
」
を
身
に
つ

け
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
観
光
協
会
や
商
工

会
の
会
員
、
地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
観
光
事
業
に
携
わ
る

方
々
約
50
名
が
参
加
さ
れ
、
接
客
マ
ナ
ー
や
お
も
て
な
し
の

基
本
、
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
当
日
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
の
マ
ナ
ー
指
導
な
ど
カ
リ
ス
マ

的
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
師
と
し
て
注
目
さ
れ
る
西に

し

出で

博ひ
ろ

子こ

さ

ん
を
講
師
に
招
き
『
観
光
客
の
心
に
響
く
吉
備
の
魔
法
の
お

も
て
な
し
』
と
題
し
て
講
演
。
西
出
さ
ん
は
、
マ
ナ
ー
は
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
、
先
手
で
行
動
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。

　
「
お
も
て
な
し
は
、
表
も
裏
も
な
い
も
の
。
表
は
表
面
の

こ
と
で
裏
が
心
の
こ
と
で
す
。
表
面
と
心
が
一
体
と
な
っ
て

初
め
て
相
手
に
感
激
や
感
動
、
感
謝
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。」
と
、
お
も
て
な

し
に
は
気
持
ち
が
大
事
で
あ

る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

  

新
規
就
農
者
を
激
励

　

3
月
4
日
、
5
名
の
新
規
就
農
者

に
重
森
町
長
よ
り
就
農
奨
励
金
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
就
農
奨
励

金
は
、
後
継
ぎ
や
新
し
く
農
業
に
取

り
組
む
、
40
歳
未
満
の
農
業
就
農

者
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

重
森
町
長
と
岡
山
農
業
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
有
吉
所
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
5
名
の
新
規
就
農
者
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
抱
負
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
逆
手
に
と
っ
て
海
外
に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

高
品
質
の
ピ
オ
ー
ネ
を
作
り
た
い
。」
左
か
ら
2
番
目　

竹

荘
の
谷た

に
む
ら村	

剛た
け

嗣し

さ
ん
（
水
稲
、
ピ
オ
ー
ネ
）

　
「
父
の
後
継
ぎ
で
は
あ
る
が
、
気
持
ち
は
新
規
参
入
と
同

じ
。
更
に
良
い
物
を
作
れ
る
よ
う
に
挑
戦
し
た
い
。」
左
か

ら
3
番
目　

上
田
東
の
吉よ

し

田だ	

原げ
ん

野や

さ
ん
（
酪
農
）

　
「
農
業
は
つ
ら
く
て
大
変
な
事
が
多
い
が
、
楽
し
め
る
農

業
を
実
践
し
て
い
き
た
い
。」
中
央　

下
土
井
の
福ふ

く

井い	

諒り
ょ
う

祐す
け

さ
ん
（
酪
農
）

　
「
良
い
物
を
作
り
つ
つ
規
模
拡
大
し
て
い
き
、
吉
備
中
央

町
を
盛
り
上
げ
た
い
。」
右
か
ら
3
番
目　

上
田
西
の
赤あ

か

木ぎ	

宏ひ
ろ
の
ぶ延

さ
ん
（
水
稲
、
和
牛
、
岡
山
地
鶏
）

　
「
憧
れ
て
い
た
田
舎
暮
ら
し

が
で
き
、
子
ど
も
に
も
恵
ま
れ

満
足
し
て
い
る
。
今
後
は
、
ぶ

ど
う
の
品
質
向
上
と
安
定
生
産

に
努
め
、
規
模
拡
大
を
図
り
た

い
。」　

右
か
ら
2
番
目
上
竹
の

釜か
ま

田た	

明あ
き
ひ
と斉

さ
ん
（
ピ
オ
ー
ネ
）

　

み
な
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

 

定
住
奨
励
金
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

3
月
28
日
、
役
場
賀
陽
庁
舎
に
お
い
て
、
定
住
奨
励
金
の

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
「
地
域
の
活
力
の
維

持
・
向
上
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
定
住
者
に
期
待
と

感
謝
を
し
、
奨
励
金
・
祝
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

結
婚
祝
金

　

早は
や
か
わ川　

　

翔
し
ょ
う

さ
ん
、
美み

や

こ
弥
子
さ
ん
（
上
竹
）

　

溝み
ぞ
か
わ川　

弘ひ
ろ

士し

さ
ん
、
悠ゆ

う

さ
ん
（
上
竹
）

　

森も
り　

　

正ま
さ
ひ
と仁

さ
ん
、
泉

い
ず
み

さ
ん
（
納
地
）

　

岡お
か
も
と本　

准の
り

樹き

さ
ん
、
詩し

ほ歩
さ
ん
（
宮
地
）

Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

澤さ
わ
ぐ
ち口　

建た
て

樹き

さ
ん
（
竹
部
）

Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

綱つ
な
し
ま嶋　

　

茂
し
げ
る

さ
ん
（
案
田
）

就
業
奨
励
金

　

飯い
い
づ
か塚　

謹き
ん

也や

さ
ん
（
竹
部
）

　

河か
わ
は
ら原　

麻ま

い衣
さ
ん
（
竹
部
）

　

大お
お
つ
き月　

孝こ
う

太た

さ
ん
（
上
竹
）

　

黒く
ろ

瀬せ　

竜た
つ
ひ
こ彦

さ
ん
（
北
）

  

平
成
22
年
度

   「
お
か
や
ま
黒
ま
め
品
評
会
」

                              

上
位
独
占

									

　

岡
山
県
・
全
国
農
協
連
合
会
岡
山
県
本
部
が
主
催
す
る	

平
成
22
年
度
「
お
か
や
ま
黒
ま
め
品
評
会
」
に
お
い
て
、
県

下
58
名
の
応
募
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
吉
川
の
坂さ

か

井い

哲さ
と

志し

さ
ん
（
写
真
中
央
）
が
岡
山
県
知
事
賞
（
最
優
秀
賞
）

を
、
上
竹
の
藤ふ

じ

田た

米よ
ね
ま
つ松

さ
ん
（
写
真
左
）
と
黒
土
の
藤ふ

じ

井い

優ま
さ
る

さ
ん
（
写
真
右
）
が
岡
山
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞
（
優

秀
賞
）
を
受
賞
さ
れ
、
3
月
4
日
、
岡
山
市
内
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
お
か
や
ま
黒
ま
め
品
評
会
」
は
、
岡
山
県
内
の
黒
大
豆

生
産
農
家
の
栽
培
意
欲
の
高
揚
と
、
品
質
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
生
育
が
良
好
で
収
量
お
よ
び
品
質
の
良
い
黒

大
豆
を
栽
培
し
た
農
家
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
坂
井
さ
ん
は
「
最
優
秀
賞
を
頂
き
、
び
っ

く
り
し
て
い
ま

す
。
特
別
な
栽

培
方
法
を
行
っ

た
つ
も
り
は
な

い
の
で
す
が
、

深
耕
を
行
っ
た

の
が
良
か
っ
た

の
か
な
と
思
い

ま
す
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
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夢のある町定住促進条例

　吉備中央町への定住を促進し、町の担い手の確保を図ることにより、豊かで活力のあるまちづく
りに寄与することを目的として奨励金等を交付する制度です。

奨励金名 金額等 交付対象要件等

住宅取得奨励金 対象住宅の固定資産税相当額（上限
10万円/年。対象住宅が岡山県およ
び町が販売する吉備高原都市または
ハートフルタウンの分譲地にある場
合は上限12万円/年）

・延床面積が50平方メートル以上あること
・併用住宅の場合は、住居部分面積が2分の1以上ある

こと
・共有名義の場合、申請者の持分（連名申請は、合計持

分割合)が2分の1以上あること
・最初に賦課された年の1月1日において50歳以下
・中古物件等の取得も対象となります
・交付期間は、固定資産税が申請者に対し最初に賦課さ

れた年度を含め5年間です。
・申請期限（認定申請）は最初に賦課された年の1月1

日から2年間で、交付申請は毎年度8月末まで
※対象とならない場合
・同居親族、姻族からの購入等の場合
・過去に住宅取得奨励金の交付を受けている場合
・公共工事等により、住宅移転に係る補償等がされてい

る場合等

就業奨励金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事

業入場券無料引換券

・卒業後初めて町内または通勤可能な町外の事業所等に
就業していること

・申請年度の4月1日現在において30歳以下
・申請期限は事業所等へ就業した日から2年間

Uターン奨励金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事

業入場券無料引換券

・町内または通勤可能な町外の事業所等に就業している
こと

・転勤等による一時的な転入や婚姻等のために転入した
場合は対象となりません

・申請年度の4月1日現在において50歳以下
・申請期限は転入の日から2年間

Iターン奨励金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事

業入場券無料引換券

結婚祝金 ・50,000円
・ロマン高原かよう総合会館主催事

業入場券無料引換券

・夫婦双方とも過去に町から結婚祝金の交付を受けてい
ないこと

・夫婦双方とも申請年度の4月1日現在において45歳以
下

・申請期限は婚姻の日から2年間

○上記要件を満たした場合であっても、町税および町納付金に滞納がある場合等は定住奨励金を交付すること
ができません。また、過去において吉備中央町定住促進条例の規定による、同種の定住奨励金の交付を受け
ている場合についても交付することができません。

○就業奨励金、Uターン奨励金、Iターン奨励金はいずれか1度のみの交付となります。
○詳細については、吉備中央町夢のある町定住促進条例、同施行規則によります。
　詳しくは、協働推進課　地域振興班　☎0866-54-1301へお問い合わせください。

「夢のある町」定住奨励金

保健福祉シリーズ

　健康保険適用範囲の誤解があることから、誤った受診が生じています。健康保険を使える範囲が限定されてい
ます。対象とならない治療は全額自己負担となりますのでご注意ください。適正な支払調査のため、電話または
文書で治療内容などを照会させていただくことがありますので、受診記録、領収書等の保管をしていただきます
ようお願いします。

57

柔道整復（整骨・接骨院）の施術を受けられる方
★健康保険を使えるのはどんなとき？

☆急性などの外傷性の打撲・捻挫・挫傷（肉離れ）・骨折・脱臼　
※足首を捻挫したというような原因が外傷性によることが明確な場合です。ただし、骨折・脱臼の応急手当後

の施術は医師の同意が必要です。
★治療を受けるときの注意
○日常生活からくる肩こり・腰痛・体調不良などの施術は、全額自己負担になります。
○保険医療機関（病院・診療所）で同じ負傷等の治療中は、施術を受けても保険の対象になりません。

はり・きゅうの施術を受けられる方
★健康保険を使えるのはどんなとき？

☆主に神経痛、リウマチ、頸腕症候群、腰痛症および頸椎後遺症の慢性的な治療
★治療を受けるときの注意
○健康保険を使えるのは、あらかじめ医師の発行した同意書（要加療期間の記載有）または診断書が必要です。
○保険医療機関（病院・診療所）で同じ対象疾患の治療を受けている間は、施術を受けても保険の対象になり

ません。

マッサージの施術を受けられる方
★健康保険を使えるのはどんなとき？

☆筋麻痺や関節緊縮等があって、医療上マッサージを必要とする症例についての施術
★治療を受けるときの注意
○健康保険を使えるのは、あらかじめ医師の発行した同意書（要加療期間の記載有）または診断書が必要です。
○疲労回復や慰安、疾病予防のためのマッサージなどは保険の対象になりません。

ご注意ください !!
「健康保険が使えます」と説明を受け受診されても、その治療費を、全額また
は一部自己負担していただくことがあります。

〔お問い合わせ先〕
保健課　医療保険班

☎0866-54-1326

みんなが

主役
〜子どもたちにエール〜

　町内の子どもたちが参加してスポーツや文化活動などに取り組
んでいる団体・グループを紹介します。

団体名　吉備中央FC（フットボールクラブ）
活動内容

募集内容

会員募集に関する問い合わせ先

●活動内容／サッカー
●練習日／
　　毎週火曜日18：00～19：30
　　　　土曜日  9：00～11：30
●主な練習場所／
　吉備高原小学校(グラウンド・体育館）

小学１年生～６年生　男子・女子　
年会費　6,000円

☎0866-56-8236（代表	古林）

みんな大好きなサッカーを楽しんでいます。

国民健康保険から

柔道整復、はり・きゅう、マッサージのかかりかた
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用
）

学
栄
主
任　

瀬
尾　

好
美
（
高
梁
有
漢
中
）

大
和
小
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

川
上　

昭
子
（
高
梁
高
梁
小
）

教　
　

諭　

森
山　

育
治
（
豊　

野　

小
）

▽
転
入

校　
　

長　

森
寺　

勝
之
（
津
山
誠
道
小
）

教　
　

諭　

村
尾　

美
保
（
高
梁
中
井
小
）

教　
　

諭　

佐
桑
由
香
利
（
新　

採　

用
）

吉
備
高
原
小
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

日
野　
　

秀
（
苫
田
香
々
美
小
）

教　
　

諭　

藤
原　

郁
也
（
赤
磐
軽
部
小
）

教　
　

諭　

山
本　

展
之
（
岡
大
付
属
小
）

▽
転
入

教　
　

頭　

池
上　

純
治
（
岡
山
岡
南
小
）

教　
　

諭　

杉
原　

浩
子
（
赤
磐
山
陽
小
）

教　
　

諭　

松
野　

哲
也
（
総
社
総
社
北
小
）

講　
　

師　

堀　
　

圭
子
（
御　

北　

小
）

加
茂
川
中
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

羽
原　
　

功
（
赤
磐
吉
井
中
）

教　
　

諭　

鈴
木　

浩
司
（
岡
山
石
井
中
）

教　
　

諭　

熱
田　

智
子
（
真
庭
久
世
中
）

武
田　

公
一

上
竹
荘
保
育
園

保
育
士

新
山
亜
希
子	

（
大
和
保
育
園
保
育
士
）

調
理
員

森　

五
百
子	

（
吉
川
保
育
園
調
理
員
）

豊
野
保
育
園

保
育
士

幸
田
多
加
子	

（
吉
川
保
育
園
保
育
士
）

調
理
員

高
森　

智
弘	

（
上
竹
荘
保
育
園
調
理

員
）

下
竹
荘
保
育
園

園
長

秋
山　

尊
子	

（
吉
川
保
育
園
主
任
保

育
士
・
昇
）

保
育
士

松
田　

真
二	

（
豊
野
保
育
園
保
育
士
）

吉
川
保
育
園

保
育
士

石
田　

広
子	

（
上
竹
荘
保
育
園
保
育

士
）

調
理
員

難
波　

清
美	

（
豊
野
保
育
園
調
理
員
）

大
和
保
育
園

園
長

定
井　

恵
子	

（
保
健
課
課
長
補
佐
子

育
て
支
援
班
長
）

保
育
士

松
田　

智
子	

（
下
竹
荘
保
育
園
保
育

士
）

講　
　

師　

永
岩　

征
龍
（
津
山
市
新
採
用
）

講　
　

師　

西
江
亜
紀
子
（
井
原
市
新
採
用
）

▽
転
入

教　
　

諭　

鈴
井　

晴
久
（
吉　

川　

中
）

教　
　

諭　

藤
井　

輝
彦
（
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

教　
　

諭　

海
士
部　

勲
（
岡
山
香
和
中
）

講　
　

師　

利
守　

志
保
（
和
気
佐
伯
中
）

講　
　

師　

佐
野　

瑛
二
（
吉
川
中
・
大
和
中
）

講　
　

師　

大
倉
万
由
子
（
和
気
和
気
中
）

竹
荘
中
学
校

▼
転
出

校　
　

長　

藤
井　

宏
市
（
高
梁
成
羽
中
）

教　
　

諭　

佐
々
木　

大
（
吉　

川　

中
）

▽
転
入

校　
　

長　

安
達　

輝
政
（
高
梁
高
梁
東
中
）

教　
　

諭　

笠
岡　

甲
一
（
新　

採　

用
）

吉
川
中
学
校

▼
転
出

教　
　

諭　

鈴
井　

晴
久
（
加
茂
川
中
）

▽
転
入

教　
　

諭　

佐
々
木　

大
（
竹　

荘　

中
）

大
和
中
学
校

▼
転
出

事
務
主
事　

柏
崎　

裕
美
（
和
気
藤
野
小
）

講　
　

師　

淺
野　
　

望
（
小
田
矢
掛
中
）

▽
転
入

事
務
主
任　

上
森　

康
枝
（
高
梁
津
川
小
）

講　
　

師　

田
中　
　

歩
（
新　

採　

用
）

●
退
職
者

津
賀
小
学
校
長

武
田　

公
一

上
竹
荘
小
学
校
養
護
教
諭

子
原　

友
栄

大
和
小
学
校
校
長

矢
吹　

幸
枝

大
和
小
学
校
臨
時
的
事
務

大
橋　

美
穂

吉
備
高
原
小
学
校
教
頭

藤
井
三
恵
子

竹
荘
中
学
校
講
師

三
宅　

教
文
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ご
利
用
く
だ
さ
い

吉
備
中
央
町
高
校
生

 

バ
ス
通
学
費
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

　

吉
備
中
央
町
で
は
町
内
に
居
住
し
、
高
等
学

校
等
に
バ
ス
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
負
担
を

軽
減
し
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
バ
ス
定
期
券
等
の
購
入
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
町
内
に
居
住
し
、
高
等
学
校
等
に
バ

ス
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
。

【
補
助
要
件
】
町
内
に
乗
合
バ
ス
を
運
行
す
る
備

北
バ
ス
、
中
鉄
バ
ス
、
中
鉄
観
光
バ
ス
が
発
行

す
る
通
学
定
期
券
、
バ
ス
カ
ー
ド
、
回
数
券
で
、

生
徒
が
在
籍
す
る
高
等
学
校
等
の
最
寄
り
の
バ

ス
停
ま
た
は
駅
ま
で
（
た
だ
し
、
町
内
に
運
行

す
る
路
線
の
範
囲
に
限
り
ま
す
。）
の
区
間
に
お

い
て
、
実
際
に
通
学
に
利
用
さ
れ
る
も
の
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

定
期
券
等
は
平
成
23
年
4
月
1
日
以
降
に
使

用
開
始
の
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
使
用
中

の
定
期
券
で
、
そ
の
使
用
期
間
に
2
カ
月
以
上

の
残
り
が
あ
る
場
合
は
そ
の
月
数
に
限
り
対
象

と
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】
定
期
券
購
入
費
用
の
2
分
の
1
の

額
（
１
、０
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
捨
て
）。

【
申
請
方
法
】
左
記
の
書
類
を
揃
え
て
総
務
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
吉
備
中
央
町
高
校
生
バ
ス
通
学
費
補
助
金
交

付
申
請
書

②
購
入
し
た
定
期
券
、
バ
ス
カ
ー
ド
、
回
数
券

※
定
期
券
は
、
使
用
期
限
が
終
了
す
る
日
の
翌

月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
バ
ス
カ
ー
ド
、
回
数
券
は
、
未
使
用
の
状
態

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
2
回
目
以
降
の
申
請
時
に
は
、
使
用
済
み
の

定
期
券
ま
た
は
バ
ス
カ
ー
ド
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
等
は
、
総
務
課
・
加
茂
川
総
合
事
務
所
・

各
支
所
・
出
張
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課　

行
政
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
３

　
受
検
し
て
く
だ
さ
い

は
か
り
の
定
期
検
査
に
つ
い
て

　

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
さ
れ
て
い
る
は
か

り
（
家
庭
用
を
除
く
。）
は
、
2
年
に
1
回
の
定

期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。（
計
量
法
第
19
条
）

　

町
内
の
は
か
り
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
検

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る
は

か
り
は
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

1
．
日
時　

5
月
25
日

（水）
・
26
日

（木）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

			　

10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

			　

13
時
〜
15
時

　
　

場
所　

ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

　
　
　
　
　
（
豊
野
1

－

2
）

2
．
日
時　

5
月
27
日

（金）　

10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

			　

13
時
〜
15
時

　
　

場
所　

吉
備
中
央
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
下
加
茂
１
１
０
６

－

９
）

検
査
対
象
・
商
店
街
、
事
務
所
、
農
家
（
直
売
所
へ

の
出
荷
）
等
に
あ
る
商
売
用
は
か
り

　
　
　
　

・
病
院
、
医
院
、
薬
局
等
の
業
務
用
は
か
り

　
　
　
　

・
学
校
、
幼
稚
園
、
福
祉
施
設
等
の

業
務
用
は
か
り
（
体
重
計
）

　
　
　
　

・
宅
配
便
取
次
店
に
お
け
る
料
金
特

定
用
は
か
り

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
協
働
推
進
課　

商
工
観
光
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
０
１

　

削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う

岡
山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
ご
協
力
を
！

　

レ
ジ
袋
の
削
減
を
通
じ
て
、
ご
み
の
減
量
や

環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

普
及
を
目
指
し
、
事
業
者
・
消
費
者
・
環
境
団

体
と
が
協
働
し
て
、
岡
山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋

デ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
」

の
声
か
け
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
、
事
業
者
だ
け
の
取
組
で
は
な

く
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

買
い
物
の
際
に
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど
を
使
用

し
て
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

５
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を
次

の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
23
年
5
月
19
日

（木）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎　

相
談
室

　

内
容　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日

本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て　
　
　

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

日時   ５月20日（金)午前９時～正午

会場 下竹荘公民館 井原コミュニティー
センター

相談   行 政 相 談
福 祉 相 談

行 政 相 談
福 祉 相 談

【お問い合わせ先】　
　住民課　戸籍住民班

　　☎ 0866－ 54－ 1316
　社会福祉協議会   しらさぎ事業所

☎ 0866－ 54－ 1818
　   　　〃         　やすらぎ事業所

☎ 0867－ 34－ 1522

　
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
消
費
生

活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。「
困
っ
た
な
。」

と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
ま
ず
は
相
談
を
!!

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不
当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住

民
課　

戸
籍
住
民
班
☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６
ま
で
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
当

日
受
付
可
）

日　
　
時

会　
　
場

5
月
10
日

（火）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

賀
陽
庁
舎　

相
談
室

5
月
17
日

（火）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

加
茂
川
庁
舎　

相
談
室

　
交
付
額
が
変
更
に
な
り
ま
す

平
成
23
年
度
交
通
等
支
障
木
伐
採

除
去
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　

こ
の
事
業
は
、
国
道
、
県
道
、
町
道
、
広
域

農
道
等
の
法
面
に
繁
茂
し
た
通
行
の
妨
げ
に
な

る
支
障
木
（
チ
ェ
ン
ソ
ー
な
ど
が
必
要
と
な
る

樹
木
）
の
伐
採
除
去
を
、
住
民
会
ま
た
は
行
政

区
で
行
う
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

支
障
木
伐
採
除
去
に
係
る
人
夫
賃
と
し
て
、
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
よ
り
、
交
付
の
額
を
作
業

人
員
1
人
に
つ
き
1
日
当
た
り
１
、５
０
０
円
か

ら
５
、０
０
０
円
へ
要
綱
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

申
請
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

　
減
量
し
ま
し
ょ
う

た
い
肥
化
で
生
ご
み
の
減
量
を
！

生
ご
み
処
理
器
購
入
費
助
成
制
度
の
ご
案
内

　

生
ご
み
処
理
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
型
）

　

・
購
入
価
格
の
1
／
2
以
内
を
補
助
。

　
　
　
（
限
度
額
１
０
、０
０
０
円
）

　

・
一
家
庭
２
容
器
ま
で
。

　

生
ご
み
処
理
器（
電
気
式
生
ご
み
処
理
器
）

　

・
購
入
価
格
の
１
／
２
以
内
を
補
助
。

（
限
度
額
３
０
、０
０
０
円
）

　

・
一
家
庭
１
機
器
ま
で
。

◎
申
請
手
続
き
は
、
処
理
容
器
を
購
入
後
、
領

収
書
、
印
鑑
、
補
助
金
振
込
先
口
座
番
号
の

わ
か
る
も
の
を
用
意
し
て
、
住
民
課
、
加
茂

川
総
合
事
務
所
、
各
支
所
、
出
張
所
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

◎
な
お
、
補
助
す
る
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

　
恵
み
豊
か
な
森
林
の
た
め
に

『
緑
の
募
金
』
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

春
の
緑
化
推
進
運
動（
4
月
1
日
〜
5
月
31
日
）

　

多
く
の
人
た
ち
の
協
力
を
必
要
と
す
る
森
林

づ
く
り
は
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が
積
み
重
な
っ

て
、
は
じ
め
て
恵
み
豊
か
な
森
林
と
な
り
ま
す
。

森
林
は
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
自
然
災
害
を
防

ぎ
、
お
い
し
い
水
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
大
切
な

資
源
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
達
が
生
き
る
力
を

育
む
た
め
の
体
験
学
習
や
人
々
の
心
身
の
疲
れ

を
癒
す
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
役
立
ち
、
さ

ら
に
、
多
様
な
生
態
系
も
育
み
、
生
活
環
境
の

「
幹
」
と
な
っ
て
安
全
で
安
心
な
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
4
月
1
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で
「
春

の
緑
化
推
進
運
動
」
が
行
わ
れ
、
こ
の
推
進
運

動
の
一
環
と
し
て
、
㈳
岡
山
県
緑
化
推
進
協
会

の
主
催
に
よ
る
『
緑
の
募
金
』
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は
吉
備
中
央
町
に
も
配
分
さ
れ
、

地
域
の
緑
化
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
多

数
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
金
の
取
り
ま
と
め
に
つ
き
ま
し
て

は
、
区
長
・
班
長
さ
ん
へ
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
団
法
人　

岡
山
県
緑
化
推
進
協
会

☎
０
８
６

−

２
２
１

−

９
５
１
１

　

農
林
課　

林
業
振
興
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
８

  

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

軽
自
動
車
税
は
5
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
ま
し
ょ
う

○
平
成
23
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
5

月
31
日

（火）
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
領
収
書
に
付
い
て
い
る
納
税
証
明
書

は
、
車
検
を
受
け
る
際
必
要
で
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
に
さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
期
限
の
前
日

ま
で
に
振
替
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

購
入
や
譲
渡
等

に
よ
り
所
有
者
に

な
っ
た
場
合
、
住

所
を
変
更
し
た
場

合
、
譲
渡
や
廃
車
、

盗
難
等
に
よ
り
所

有
者
で
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
下

記
の
場
所
で
必
ず

変
更
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課　

課
税
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
５

車　　種 手続き先
・軽自動車 → 軽自動車検査協会岡

山事務所
・125cc 以上の
  二輪車 → 中国運輸局岡山運輸

支局
・原動機付自転車
・小型特殊自動車 → 町役場
※車種により手続き先が異なりますので、ご注意くだ

さい。
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認知症サポーターになりませんか？

	

みんなで支えよう！「認知症」

　〔お問い合わせ先〕吉備中央町地域包括支援センター（福祉課内）
　　　　　　　　　 ☎ 0866-54-1320　　FAX 0866-54-1306

「認知症キャラバン・メイト養成講座」が開催されました〜キャラバン・メイト 35 名誕生〜　
　2 月 19 日、吉備中央町農業振興センターで認知症キャラバン・メイト養成講座が開催され、35 名の地域住民
が受講されました。教室では、はじめに岡山赤十字病院　精神科部長の中島誠医師から、認知症について病気と
その症状の説明を受け、認知症の人と家族の会　会長の妻井令三氏から認知症の人との接し方について学びまし
た。午後からはグループ毎にキャラバン・メイトの役割や認知症サポーター養成講座の企画についてワークショッ
プを行い、35 名のキャラバン・メイトが誕生しました。今後はキャラバン・メイトとして地域に出向き認知症
サポーターの輪を広げていく予定です。

　認知症は誰にでも起こる脳の病気です。85歳以上では4人に1人、もの忘れを中心とした認知症の症状がある
と言われています。

●認知症サポーターって何をするの？
　「認知症」を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者です。何か特別なことをする人ではあり
ません。声かけなど自分のできる範囲の活動をしていきましょう。

●認知症サポーターになるためには？
　認知症サポーター養成講座（1時間～1時間半程度）を受ければ、どなたでもなることができます。講座は、
ご近所、学校、会社、仲間の集まりなどで開催し、認知症の病気の理解や認知症の人と接するときの心構えにつ
いて学び、認知症について話し合うものです。認知症の知識について研修を受けたキャラバン・メイトと呼ばれ
るボランティアが、みなさんの集まりに参加させていただきます。

●認知症サポーター養成講座の申し込みについて
　認知症サポーターを養成するため、吉備中央町地域包括支援センターでは、出前講座を開催しています。認知
症について関心をお持ちの方ならどなたでも受講できる講座です。みなさんの地域で開催してみませんか。
　吉備中央町では、平成19年度より開催し、現在1,082人の方が認知症サポーターとなっています。今年度
500人の受講を目標に開催を予定しています。一人でも多くのサポーターの養成を目指していますので、「認知
症サポーター養成講座」の開催を希望される方は吉備中央町地域包括支援センターにお申込みください。

ホス
ト

ファ
ミリ
ー募
集

　吉備中央町と、中国淮安市楚州区は、中高生の訪問団の相互派遣により、お
互いの理解と交流を毎年深めています。
　今年度は、中国からの訪問団（学生10名、引率者４名）の来町の年となります。
　そこで、現在、吉備中央町では中国からの学生をホームステイさせていただ
けるご家庭（ホストファミリー）を募集しています。
　ぜひ、この機会に国際交流してみませんか。

廃棄物の焼却禁止規定に違反した場合は、５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金（またはこの併科）に処せられます。
ご理解とご協力をお願いします。

【お問い合わせ先】◎住民課　生活環境班　☎0866-54-1316

　●ホストファミリーとは？
　　淮安市楚州区の学生をサポートし、家族の一員として受け入れていただくご家庭です。
　●食事はどうすればいいの？…普段どおりの食事内容でかまいません。
　●申込方法………申込書に必要事項をご記入のうえ、お申込みください。
　　　　　　　　　※申込書は各庁舎、各支所、出張所にご用意しています。
　●ホストファミリーの受入期間は？………平成 23 年７月下旬 ～ ８月上旬まで（３泊４日）
　●お願いするホストファミリーの数………４家族
　●締切………平成 23 年５月 25 日（水）
　●お問い合わせ先………吉備中央町国際化推進協会事務局（協働推進課内）　☎ 0866-54-1301

新しい出会いへの
喜びと感動を大切に！

野焼きは法律で禁止されています！

簡易な焼却炉や野外での
焼却は原則禁止です。
（焼却行為に関する規制）

いかなる場合でも焼却が
禁止されているもの

◆庭先や空き地でのごみの焼却、一斗缶やレンガ囲い
を使用したごみの焼却など

◆家庭用小型焼却炉などでの焼却
◆プラスチック類　◆ゴムくず類
◆廃油類　◆皮革類

　基準に適合しない簡易な焼却炉を使用することおよび
野外焼却をすることは原則として法律（廃棄物処理法）
で禁止されています。

　例外として認め
られているもので
あっても生活環境
上支障を与える場
合は、罰則や各種
の行政指導の対象
となります。

　次のような悪臭がでるプラスチッ
ク類、ゴムくず、廃油、皮革の焼却
はできません。（例外は認められま
せん）

例外として野外焼却することが
認められるもの

◆法令に基づく焼却
　・松くい虫被害伐木、伝染病家畜等の焼却
◆風俗習慣上または宗教上の行事のための焼却
　・どんど焼きなどの地域行事における木くず、紙くず等の焼却
◆農林漁業のためのやむをえない焼却
　・草、木の葉、枝、もみがら等の焼却（注）農業用ビニール類

は焼却できません
◆落ち葉の焼却その他一過性の軽微な焼却
　・落ち葉、一時的に出される少量の剪定枝、空き地などで刈り

取った草木等の焼却
◆震災や風水害、凍霜害等の予防のために必要な焼却

　「隣の空き地でごみを燃やしていてにおいがする」「焼却炉で燃やしていて煙が迷惑」といったごみ
の野外焼却（野焼き）に関する苦情が多く寄せられます。ごみを燃やすと悪臭や煙による近隣住民と
のトラブルだけでなく、ダイオキシン類などの有害物質を発生させ、人の健康への影響が心配されて
います。家庭や事業所から出たごみの焼却や野焼きは法律で禁止されています。ごみは定められた処
理方法で適正に処理しましょう。

■小児肺炎球菌ワクチンとヒブワクチンの接種について
接種後の死亡事例が複数報告されたことから、厚生労働
省では念のため、平成23年3月4日から、一時中止して
おりました。
　その後、専門家会議により死亡事例は小児肺炎球菌と
ヒブワクチン接種が起因するものではなく、安全性上の
懸念はないと評価されたため、平成23年4月1日から接
種を再開しました。

■子宮頸がんワクチンが平成23年1月より、無料化にな
りましたが現在ワクチンが不足しています。そのため、
平成23年度高校2年生相当の女子の方で、まだ1回も接
種出来ていない方に対しては、特別措置として平成23年
9月末日までに接種開始できた方は無料化の対象といた
します。なお、ワクチンの供給が7月頃には安定する見
込みですので重ねてお知らせいたします。
【お問い合わせ先】保健課　地域保健班　☎0866-54-1326

小児肺炎球菌ワクチンとヒブワクチン接種の再開と子宮頸がんワクチン接種についてのお知らせ

	



広報きびちゅうおう  2011.5 月号／1819／広報きびちゅうおう		2011.5 月号

■ Infomation Infomationお　知　ら　せ
福祉のひろば

吉備の里相談支援センター vol.13
－障害者福祉サービス居宅介護（ホームヘルプ）－

　こんにちは、吉備の里相談支援センターです。
　今回は、居宅介護（ホームヘルプ）事業所を紹介します。
　居宅介護とは、ホームヘルパーが障害のある方の居宅を訪問して、生活のサポートを行
うサービスで、入浴、排せつ、食事等の介護を行う「身体介護」と、調理、洗濯、掃除等
の家事を中心に援助する「家事援助」等があり、自立支援法の障害程度区分により利用時間の上限が決
められています。この居宅介護のサービスは、障害のある方が、住み慣れた地域で自立した生活を送る
ための重要なサービスの一つとなっています。
　現在、吉備中央町内には、（障害福祉サービスとして）居宅介護を利用できる事業所が、「賀陽荘ホー
ムヘルプセンター」と「吉備中央町社会福祉協議会　訪問介護事業所」の２カ所あります。
　ご利用の相談・詳細につきましては各事業所でお問い合わせ下さい。

社会福祉協議会　訪問介護事業所

■
岡
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

自
動
車
税
５
月
31
日

　

ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

　
　○

自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
31
日

（火）
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
車
検

時
納
付
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
領
収
書
に
つ
い
て
い
る
納
税
証
明
書

は
、
車
検
を
受
け
る
際
に
必
要
で
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
の
名
義
人
に

1
年
分
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
岡
山
運
輸
支
局
で
車

検
証
の
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
手
続

き
を
し
な
い
と
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。）

・
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合

・
新
車
購
入
時
に
下
取
車
と
し
て
出
し
た
場
合

・
住
所
を
変
更
し
た
場
合

・
廃
車
し
た
場
合

※
自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

・
岡
山
県
自
動
車
税
事
務
所

　
　
　

☎
０
８
６

−

２
７
３

−

９
２
９
５

・
岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部

☎
０
８
６

−

２
３
３

−

９
８
１
１
～
９
８
１
４
・
９
８
０
８

※
車
検
証
の
変
更
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

・
岡
山
運
輸
支
局

　
　
　

☎
０
５
０

−

５
５
４
０

−

２
０
７
２

■
慰
霊
巡
拝
を
計
画

　

厚
生
労
働
省
主
催
の

　
慰
霊
巡
拝
の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
23
年
度
の
戦
没
者

の
慰
霊
事
業
と
し
て
、
各
戦
域
の
慰
霊
巡
拝
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
予
定
地
域
は
、
旧
ソ
連
（
グ
ル
ジ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、
ア
ム
ー

ル
州
、
沿
海
地
方
）、
モ
ン
ゴ
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
）、

中
国
（
東
北
地
区
）、
南
方
（
パ
ラ
オ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄
島
（
第

1
次
・
2
次
・
3
次
））
で
す
。

　

実
施
時
期
は
、
地
域
毎
に
異
な
り
ま
す
。

　

旅
費
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
約
3
分
の
1
の

補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
で
き
る
遺
族
の
範
囲
は
、
慰
霊
巡
拝
を

行
う
戦
域（
地
域
）に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族（
配

偶
者
（
再
婚
し
た
も
の
を
除
く
。）、
父
母
、
子
、

兄
弟
姉
妹
）
お
よ
び
弾
力
的
運
用
（
戦
没
者
の
孫
、

参
加
す
る
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
））

の
者
と
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
御
希
望
の
御
遺
族
の
方
は
、
お
早
め
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
課
援
護
班

☎
０
８
６

−

２
２
６

−
７
３
２
０

■
募
集
し
ま
す

　

平
成
23
年
度
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
の

　

受
講
者
募
集
に
つ
い
て

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ

ズ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

と
し
て
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
等
で
い
っ

た
ん
仕
事
を
中
断
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女

性
を
対
象
に
就
業
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
エ
ク

セ
ル
３
級
程
度
の
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
等
を
習

得
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　

申
込
受
付　

平
成
23
年
４
月
28
日

（木）
か
ら

５
月
11
日

（水）
ま
で
に
受
講
申
込
書
を
郵
送
（
で

き
れ
ば
簡
易
書
留
）
で
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。

２　

受
講
期
間　

平
成
23
年
５
月
31
日

（火）
〜

７
月
６
日

（水）

期
間
内
の
毎
週
火
〜
金
曜
日
の
22
日
間
10
時

〜
16
時

３　

会　
　

場　

ア
ビ
リ
テ
ィ
編
：
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
県

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
）

　

ス	

キ	

ル	

編
：
岡
山
市
内
（
会
場
未
定
）

○
応
募
資
格　

結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
等

で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
再
就
職
を
希
望
す

る
女
性
で
22
日
間
出
席
で
き
る
方

○
受 

講 

料　

無
料　

た
だ
し
教
材
費
・
検
定
受

験
料
は
実
費
負
担
（
合
計
１
万
円
程
度
）

○
募
集
人
数　

各
回
28
名
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
０

－

０
８
０
７

岡
山
市
北
区
南
方
２

－

13

－

１
き
ら
め
き
プ
ラ

ザ
６
Ｆ

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ

ズ
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
６

−

２
３
５

−

３
３
０
７

■
縦
覧
・
公
聴
会
を
開
催

〈
岡
山
県
決
定
〉「
吉
備
高
原
都
市
計
画
区
域
の

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
の
変
更
原
案

の
縦
覧
お
よ
び
公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

□
縦
覧
期
間
…
平
成
23
年
5
月
20
日

（金）
〜
平
成

23
年
6
月
3
日

（金）
の

（土）	

（日）
を
除
く
開
庁
時
間
内

□
縦
覧
場
所
…
県
都
市
計
画
課
、
吉
備
中
央
町

役
場　

賀
陽
庁
舎
（
企
画
課
）・
吉
備
高
原
総
合

調
整
事
務
所
（
吉
備
高
原
都
市
事
務
所
）

□
意 

見 

書
…
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
人
は
、
平
成
23
年
6
月
3
日

（金）
ま
で
に
意

見
書
を
右
記
縦
覧
場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
意
見
書
の
様
式
は
縦
覧
場
所
に
あ
り
ま

す
。

□
公
述
人
の
選
定
…
意
見
書
を
提
出
し
た
人
が

多
数
の
場
合
は
、
公
述
人
の
人
数
ま
た
は
時
間

を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
原
案
に
関
係
な
い
意
見
は
述
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

□
公
聴
会
の
日
時
・
場
所
…
平
成
23
年
7
月
4

日
（月）	

10
時
30
分
〜　

き
び
プ
ラ
ザ
（
加
賀
郡
吉

備
中
央
町
吉
川
４
８
６
０

－

６
）　

1
階　

第
1

会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
…
県
都
市
計
画
課
（
岡
山

市
北
区
内
山
下
２

－

４

－

６
）

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
４
９
２

※
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
の
提
出
が
な
か
っ
た

場
合
は
、
公
聴
会
は
中
止
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

中
止
の
場
合
、
県
公
報
に
よ
り
通
知
さ
れ
る

と
と
も
に
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

そ
の
旨
掲
載
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

今
般
の
地
震
の
被
害
を
受
け
て

　

避
難
を
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

　

納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
の
管
轄
外
に
避

難
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
国
税
に
関
す
る
ご
相
談

等
は
最
寄
り
の
税
務
署
で
も
お
受
け
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨

城
県
の
納
税
者
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
税

に
関
す
る
申
告
・
納
付
等
の
期
限
の
延
長
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
の
地
域
に
納
税
地
の
あ
る
方
に
つ
き

ま
し
て
も
、
交
通
途
絶
等
に
よ
り
申
告
・
納
付

等
が
困
難
な
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
期
限
延
長

が
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
状
況
が
落
ち
着
い
た

後
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

還
付
金
の
支
払
に
つ
い
て

　

す
で
に
申
告
を
行
っ
て
い
る
還
付
金
の
支
払

時
期
等
の
確
認
を
さ
れ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
税
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て

　

最
寄
り
の
税
務
署
で
も
納
税
証
明
書
交
付
申

請
書
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
証
明
書
の
交
付
ま
で
多
少
の
日

数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
最
寄
り
の
税
務
署
は
こ
ち
ら
で
す
。

　

―
岡
山
西
税
務
署
―

　
　

岡
山
市
北
区
伊
福
町
四
丁
目
５
番
38
号

　
　
　

最
寄
り
駅　

岡
山
駅　

徒
歩
20
分

☎
０
８
６

−

２
５
４

−

３
４
１
１

（
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て「
２
番
」を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

賀陽荘ホームヘルプセンター

笑顔で元気に明るく
訪問します！

地域生活を
応援します！

お問い合わせ先
賀陽荘ホームヘルプセンター
　（特別養護老人ホーム賀陽荘内）
　住所：吉備中央町上竹 753	 ☎ 0866-54-2223
吉備中央町社会福祉協議会　訪問介護事業所
　住所：吉備中央町下加茂 1073-1	 ☎ 0867-34-1833

吉備の里相談支援センター
　〒 709-2344　吉備中央町上野 2320-10
　		☎		0866-56-8216
　FAX：0866-56-8218



広報きびちゅうおう  2011.5 月号／2021／広報きびちゅうおう		2011.5 月号

お
め

でと
う満1歳

前ま
え

田だ　
俐り

さ咲
ち
ゃ
ん
（
黒
土
）

お姉ちゃん二人と　仲よく　
あそんでね

平成22年5月11日生まれ芝し
ば
む
ら村　

明み
ん

音と
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

明るくたくましく育ってね♪

平成22年5月14日生まれ

藤ふ
じ
わ
ら原

す
ず
花か
ち
ゃ
ん
（
高
谷
）

大切なすず花、たくましく
大きくなってね！

平成22年5月14日生まれ 金か
ね
み
つ光　

颯そ
う

汰た
ち
ゃ
ん（
下
加
茂
）

元気で優しい子に育ってね。

平成22年5月6日生まれ山や
ま
も
と
こ
う

本
晃
大た

朗ろ
う

ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

小さくて 大切な たいせつな 
宝物。健やかに 大きくなあれ

平成22年5月12日生まれ

田た

中な
か　

孝こ
う

磨ま
ち
ゃ
ん
（
湯
山
）

産まれてきてくれてありがとう。
家族みんなの宝物だよ !!

平成22年5月20日生まれ

草く
さ

地ち　
斗と

う
真ま
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

斗真は我が家の宝物♡

平成22年5月16日生まれ吉よ
し
は
ら原　

竜た
つ

希き
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

たつきの成長ぶりには驚かされ
ます。かわいい笑顔で癒してく
れてありがとう☆大好きだよ♡

平成22年5月27日生まれ

ご寄附に感謝します　育英資金へ（敬称略）

香典返し
　　　　　小林　英樹＜大木＞

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》　
黒
瀬　
嘉
子　
選
（
投
句
者
１
０
８
名
） 

　
「
佳
作
」	

　
　

温
暖
化
地
球
の
涙
に
気
づ
こ
う
よ	

渡
辺　

夏
月

　
　

人
間
だ
も
の
涙
な
が
し
て
い
い
ん
だ
よ	

難
波
虎
太
郎

　
　

人
の
た
め
涙
す
る
人
す
ば
ら
し
い	

酒
井　

美
月

　
　

く
や
し
さ
へ
涙
こ
ら
え
て
乗
り
越
え
る	

栄　
　

晴
菜

　
　

さ
わ
や
か
な
旅
立
ち
の
日
の
涙
雨	

松
原　

成
久

　
「
三
光
」	

　
　

人　

沢
山
の
涙
流
し
て
強
く
な
る	

石
井　

友
理

　
　

地　

く
や
し
さ
の
涙
を
次
の
う
れ
し
さ
に	

松
藤　

美
香

　
　

天　

涙
ふ
き
希
望
の
明
日
を
み
つ
め
る
目	

小
谷　

仁
美

	《
一
般
の
部
》　　
　
杉
山　
　
静　
選
（
投
句
者
37
名
） 

　
「
佳
吟
」 

　
　

お
れ
お
れ
の
涙
声
に
は
ま
だ
乗
ら
ぬ	

田
中　

敦
子

　
　

涙
腺
が
ゆ
る
む
も
年
の
せ
い
か
し
ら	

江
田　

久
恵

　
　

い
く
度
も
流
し
た
涙
踏
み
台
に	

河
田　

和
枝

　
　

い
た
わ
り
の
言
葉
が
涙
誘
い
出
し	

山
岡
か
ず
子

　
　

鬼
の
面
は
ず
し
た
母
に
涙
あ
と	

難
波　

良
子

　
「
三
光
」	

　
　

人　

泣
き
に
来
て
涙
あ
ず
け
た
母
の
胸	

石
田　

英
三

　
　

地　

噛
み
締
め
て
涙
も
見
せ
ぬ
母
の
舞	

平
井　

綾
子

　
　

天　

や
さ
し
さ
に
触
れ
る
と
涙
堰
を
切
る	

黒
瀬　

嘉
子

未
明
よ
り
降
り
出
す
雪
は
降
り
止
ま
ず
鎮し

づ
も
る
一
日
の
白
く
暮
れ
ゆ
く	

難
波　

良
子

顧か
え
りみ
る
入
苑
五
年
の
年
月
は
我
が
人
生
の
最
後
の
花
道	

土
居　

於
栄

一
天
の
霹へ

き
れ
き靂

の
中
立
ち
あ
が
れ
人
の
強
さ
を
神
か
け
祈
る	

土
居　

照
代

冬
枯
れ
の
山
の
ふ
も
と
に
色
を
そ
へ
春
呼
ぶ
如
く
寒
椿
咲
く	

富
田　

永
子

極
太
の
毛
糸
の
ソ
ッ
ク
ス
温
か
り
き
編
目
の
と
び
し
は
姉
に
は
告
げ
ず	

難
波　

良
子

「
い
つ
も
よ
り
張
り
切
っ
て
る
ね
」
と
療
法
士
歩
行
訓
練
十
歩
の
義ち

ち父
に	

河
内　

晶
子

何い
ず
こ処

よ
り
聞
え
て
来
る
や
此
の
リ
ズ
ム
薄
雪
と
け
て
細
く
樋と

い
打
つ	

山
本　

豊
子

過
ぎ
し
日
を
短
歌
に
た
く
す
心
に
は
か
ざ
る
こ
と
な
く
我
と
ぎ
す
ま
す	

亀
森　

澄
子

エ
プ
ロ
ン
で
拭
き
乍
ら
か
け
て
来
る
亡ハ

ハ母
の
夢
見
る
今
朝
の
春
眠	

国
只
由
紀
子

力
こ
ぶ
小
さ
く
な
っ
て
鍬
重
く
一
息
し
て
は
ゆ
く
雲
を
追
う	

中
山　

文
恵

映
像
の
巨
大
津
波
を
戦

お
の
のき
つ
息
つ
め
な
が
ら
見
つ
め
て
を
り
ぬ	

山
﨑
し
げ
る

加茂川公民館

放送川柳コーナー
平成 23 年 3 月秀句　題「涙」

＊五月の課題は「風」、六月の課題は「鏡」です。
　投句の方法…はがきに二句以内・氏名（本名）を書いて下加茂

1106-9　津賀公民館放送川柳係までお送りくだ
さい。

　投句締め切り日…毎月十五日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　毎月第三木曜日に総合福祉センターへ五首までを持参。
　合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は

どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会

出
会
い
の
扉　
～
或
る
本
と
の
出
会
い
～

今
月
は
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
図
書
室
か
ら
、

【
ぼ
く
た
ち
の
ド
キ
ド
キ
体
験
～
小
学
生
、
き
み
が
主
役
】

を
テ
ー
マ
に
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
届
け
た
い
こ
の
一
冊
。
お
こ
っ
た
り
、泣
い
た
り
、け
ん
か
し
た
り
、

笑
っ
た
り
…
　
子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
い
き
い
き
と
輝
く
!!

『
か
い
じ
ゅ
う

　
で
ん
と
う
』

木
村
裕
一
・
作

あ
か
ね
書
房

	

妹
の
け
い
こ

に
か
り
た
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
、
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
。

し
ょ
う
た
が
、
薄
暗
く
な
っ
た
道
で
拾
っ
た
「
か

い
ち
ゅ
う
で
ん
と
う
」
を
つ
け
て
み
た
ら
…
あ

ら
ら
、
へ
ん
て
こ
な
か
い
じ
ゅ
う
が
あ
ら
わ
れ

た
。「
あ
ん
た
、
ラ
ッ
キ
ー
や
で
。
わ
い
は
、
あ

ん
た
の
た
の
み
を
、
な
ー
ん
で
も
き
い
て
や
る

び
ゃ
。
な
ん
た
っ
て
あ
ん
た
が
そ
の
ス
イ
ッ
チ

い
れ
て
く
れ
た
さ
か
い
に
な
。」
え
ら
そ
う
に

そ
っ
く
り
か
え
っ
て
い
う
か
い
じ
ゅ
う
だ
け
ど
、

さ
あ
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
は
み
つ
か
る
か
?!

『
た
た
さ
れ
た

　
２
じ
か
ん
』

代
田　

昇
・
作

長　

新
太
・
絵

教
育
画
劇

　

ぼ
く
は
て
っ

ぺ
い
小
学
二
年
。
ぼ
く
は
今
日
、
教
室
の
う
し

ろ
の
ロ
ッ
カ
ー
の
よ
こ
に
、
二
じ
か
ん
も
立
た

さ
れ
た
。
腹
の
中
は
「
ち
く
し
ょ
う
め
！
」
っ

て
ど
な
り
た
い
く
ら
い
に
え
く
り
か
え
っ
て
い

た
。
ど
う
し
て
立
た
さ
れ
た
か
っ
て
？
事
の
起

こ
り
は
、
給
食
の
時
間
。
楽
し
み
な
カ
レ
ー
の

お
か
わ
り
を
ね
ら
っ
て
い
た
ぼ
く
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
で
お
代
わ
り
を
逃
し
て
し

ま
っ
た
。
負
け
惜
し
み
で
言
っ
た
あ
の
こ
と
ば

が
い
け
な
か
っ
た
ら
し
い
。

みんなの
  これがよかった！

『国旗・国歌の常識』
所 功著　東京堂出版

以前から君が代斉唱に疑
問を持っておりこの本が
目にとまった。外国の国
歌には民族独立や政治革
命を激しく訴える攻撃的
なものが多い事に大変驚
き、日本国歌は格調高く、
平和的だと誇らしく思っ
た。　（60 代　女性）

贄に
え

田だ　
悠は

る
希き
ち
ゃ
ん
（
笹
目
）

天使のような笑顔が可愛いね
元気にたくましく育ってね

平成22年5月16日生まれ

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
・
イ
ラ
ス
ト
・

写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



【
編
集
後
記
】

▼
広
報
紙
の
担
当
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
っ
と
い

う
間
に
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。取
材
を
通
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
事
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
反
面
、

知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
も
、
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、表
紙
の
写
真
、

文
章
の
書
き
方
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の

１
年
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
今
年
度
広
報
紙
の
担
当
に
な
り

ま
し
た
。
見
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
を
心
掛
け
な
が
ら
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
５
月
号
か
ら
色
合
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
を

変
え
て
み
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
意
見
や
情
報
提
供
、

身
近
な
話
題
の
取
材
依
頼
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
波

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
で
は
、

広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
、
身

近
な
話
題
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
広
報
き
び
ち
ゅ

う
お
う
に
年
３
回
折
り
込
ん
で

お
り
ま
し
た
編
集
室
宛
て
の
ハ

ガ
キ
に
つ
い
て
は
取
り
や
め
と

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
、
情
報
な
ど
を
応
募

し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、
様
式

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
左
記
の

事
項
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
企

画
課　

公
聴
広
報
班
あ
て
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は

広
報
紙
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
部
編
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
送
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
便

り
な
ど
に
は
、必
ず
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
お

書
き
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
匿
名
や
ペ
ン
ネ
ー
ム

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の

旨
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
送
り
先

　
〒
７
１
６

－

１
１
９
２
（
住
所
不
要
）

　
企
画
課　
公
聴
広
報
班

　
☎　	

０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
７

今
月
の
表
紙

▼
表
紙
は
、
4
月
7
日
に
行
わ
れ

た
御
北
小
学
校
の
入
学
式
の
様

子
で
す
。
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

か
せ
た
同
校
の
新
１
年
生
12
名

は
、
担
任
の
先
生
か
ら
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
、
大
き
な
声
で
元

気
よ
く
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

町
内
で
は
小
学
校
85
名
、
中
学

校
１
０
５
名
の
児
童
、
生
徒
が

新
し
い
学
校
生
活
へ
の
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
、
新
生
活
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

お
便
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

お詫びと訂正 　広報「きびちゅうおう｣４月号および「くらしのカレンダー」の一部に誤りがありました。
ここに深くお詫びし、訂正いたします。正しい内容は次のとおりです。

【広報きびちゅうおう：あらくさ短歌会】
《18 ページ》難波良子さんの作品
　誤：振り出す雪は振り止まず→正：降り出す雪は降り止まず
　　　※あらためて作品を今月号に掲載しています。

【くらしのカレンダー：4 月 29 日の行事】
　			誤：新山診療所（内科10：00～15：00）→正：診療なし

広報きびちゅうおう  2011.5 月号／2223／広報きびちゅうおう		2011.5 月号

第５回総合文化祭が開催されました
　
　3 月 5 ～ 6 日、ロマン高原かよう総合会館で、吉備中央町文化協会主催による

「第 5 回総合文化祭」が開催され、同会員が日頃の活動の成果を発表しました。
　展示の部では、華・書道、写真、布絵本、水彩画、絵手紙など、力作揃いの作品
が会館内に展示されました。

　2 日目には、同会館内ホールにおいて「ステージ発表」が行なわれ、
14 グループが漢詩・和歌の吟詠、舞踊、大正琴、コーラスなど、そ
れぞれの分野で華やかなステージを披露されました。2 日間で約 600
人の方が来場され、町の文化活動を楽しみました。

訓練の成果を発揮！
　～町消防団操法訓練大会を開催～　
　3 月 13 日、かもわが総合スポーツ公園において、町
消防団操法訓練大会が行なわれました。開会式では選
手を代表して津賀分団第１部の溝

みぞぐちたかゆき
口隆之団員が「大震

災で被災された方々の無事や安全を祈り、また救援、
救護にあたる方々の安全を祈り、精一杯競技すること
を誓います。」と力強く選手宣誓を行いました。

　当日は、町内９分団から
小型ポンプ操法の部へ9チーム、ポンプ車操法の部へ４チームが参加し、各団員
は訓練を重ねて鍛えた操法技術の正確性や迅速性を競いました。
　なお、結果は下記のとおりで、ポンプ車操法の部で優勝した津賀分団第１部チー
ムは、5 月に岡山県消防学校で開催される県大会に出場されます。

【小型ポンプ操法の部】優勝　円城分団第８部Ａ　　準優勝　御北分団第６部　　　３位　御北分団第５部
【ポンプ車操法の部】  優勝　津賀分団第１部　　　準優勝　円城分団第７部

フォト
トピックス イベント情報

『岩倉山ウォーキング』参加者募集 !!

　新緑の季節!!待ちに待ったゴールデンウイークに、岡山県のど真ん中に
位置する岩倉山で楽しい1日を過ごしてみませんか？地元の接待も盛りだ
くさん準備して、皆さまのご参加をお待ちしています。　

●日　　時　平成23年5月1日（日曜日）小雨決行
　　　　　　午前10時45分～　出発
●集合場所　円城ふるさと村（基幹集落センター）

●コ  ー  ス　岩倉公園周辺
●参  加  費　大人	 500円

　　　　　　小学生以下	 300円（昼食代込み）
●お申込み方法　参加ご希望の方は、下記へ電話で
　　　	　		　お申込みください。

【お申込み・お問い合わせ先】
　道の駅かもがわ円城　　　☎0867-34-0300
　協働推進課　商工観光班　☎0866-54-1301



★下竹栄養委員からのおすすめ野菜料理★

栄養改善協議会　下竹支部

地産地消で食育
（毎月19日は食育の日）

ともに
挑戦	と

もに感動	とも
に笑顔	自然と夢のあるビッグハートタウン

22世紀の理
ふ る さ と
想郷	吉備中央町

今月の野菜：キャベツ
キャベツといかのカレーチーズ炒め（２人分）
（1 人分）エネルギー：263kcal  　たんぱく質：22.4g　カルシウム 280mg　塩分：1.3g

料理名

  材　料   作り方
もんごういか……… 200 ｇ
キャベツ………………… 4 枚
にんじん………………1/2 本
　　にんにく…………… 1 片

Ａ　カレー粉……… 小さじ 1
　　粉チーズ……… 大さじ 6
　　白ワイン……… 小さじ 4
オリーブ油………… 小さじ 4
塩こしょう……………… 適量

①もんごういかは表面（身がもり上がっている方）に 5㎜間隔
に浅く切り込みを入れ、1.5 × 6㎝くらいに切る。キャベツ
は、3 ～ 4㎝角に切る。にんじんは、3 ～ 4㎝の短冊切りにし、
さっとゆでる。にんにくはみじん切りにする。

②耐熱容器に、いかとＡの調味料を入れてよく混ぜ、中央をあ
けて周りにいかを平らに並べ、中央にキャベツ、にんじんを
のせてオリーブ油を回しかける。ラップをふんわりかけて、
電子レンジで 5 ～ 6 分加熱する。

③ラップをはずし、スプーンなどで上下を返して混ぜ、塩こしょ
うをふって味を整える。

☆ロールイカの場合は、湯にくぐらせる。
☆白ワインはなくてもいいです。

栄養委員さんからのワンポイントアドバイス

ポイント：フライパンを使わずに電子レンジ で
　　　　  できる早技！
　　　　  ☆フライパンでも出来ます。
　　　　  ☆カレー粉を使うので、減塩にもなります。
◇キャベツの栄養◇
　キャベツは、淡色野菜の中でもっとも栄養価が高い野菜のひとつ！
　がん抑制、胃粘膜の修復、脂肪肝などの肝機能障害の改善にも役に立ちます。

愛育の“愛”を
表しています。

愛育委員会　活動報告　（愛育委員会　大和支部）
　大和支部では、3 月
17 日栄養委員さんと
協力して、寿大学卒業
式のお弁当作りを行い
ました。ちらし寿司を
メインに、筑前煮、さ

つまいもの天
ぷら、エビと
野菜のかき揚げ、ほうれん草のおひたし、そしてデザートにはイチゴを飾った
牛乳カンと彩り豊かな春らしいお弁当が完成しました。
　卒業生の皆様にも、大変喜んでいただき、とても充実した時間を過ごすこと
ができました。これからも末永く続けていきたいです。

人口のうごき 町の面積
平成23年4月1日現在（　　）は前月との増減

人　　口　13,003人（△87）　　男　6,253人（△44）
世　　帯　  5,363戸（△21）　　女　6,750人（△43）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　 	0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　	E-mail	kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

“チン”
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